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1主 題設定の理由と研究の経過

1主 題設定 の理 由

今 日の科学技術 の進歩 と経 済の発展 は、人類の生活 に物質的豊 か さと便利 さをもた ら した。

しか し、反面 、 自然 と人間 との触 れ合 いの減少、人間関係の希 薄化な どの問題 を生 じさせ て い

る。現代 人は、物 質的豊 か さや便利 さに心 を奪 われて しまって、現代社会 の諸 問題の解決 に向

けて主体 的に行動す る意欲 や態 度を失 いかけてい ないだ ろうか。他人 まかせ に していて も何 と

な く生活 で きて しまう現代社会 の危険 な一面 に 目を向け る必要 がある。

これか らの学校教育においては、現代社会が抱 える諸問題 を生徒 自身の問題 と して とらえ さ

せ る とともに、社会 的連帯 感や豊 かな人 間性 を養 うことが よ り重 要 となって くる。 自分の みが

幸福 になろ うとする利 己的な狭 い幸福感 に とどまることな く、社 会や他者 に対 す る責任意識 を

もち、互 いに協 力する ことに よって、社会全体の幸福 を実現 しようとする力 を養わ なけれ ば な

らない。

特 に公民科 においては、現代社会 の諸 問題の解決 に向けて、主 体的に考え、判断 し、行動 す

る力 を培 うことが課題 である と考え られる。主体的 に行動す る力 を培 うにあたって は、生徒 に

とって身近な素材 を取 り上 げ ることに よって学ぶ意欲 を喚起 し、生徒 が相互のかかわ りを通 し

て、互 い を生 か し合い尊重 し合える ような授業 を構想す る必要があ る。そ こで、社会の著 しい

変化 に主体的 に対応 し、責任あ る判断に基づ いて行動 しうる力、他者 と協 調 し他者 を思 いや る

心 を培 うため に、生徒同士が生 きる主体 として互 いを尊重 し合 える授業 を工夫 した。

2研 究の経 過

本部会 では、主体的 に行動す る力 を培 うために、生徒一人一人が学習の主体 となる授業 を構

想 した。具 体的 には、体験 的 な学習、問題解 決的な学習 、学 び合 うことを重 視 した相互啓 発 的

な学習(討 論 ・発表 など)、 作業 的な学習 、調査 ・報告 を主 と した学 習 な ど を取 り入れ る こ と

に した。単 に知識 を伝 えることに終始せず、それぞれの学習形態の優れ た面 をで きるだけ生 か

して、生徒が積極的 に参加す る授業 を工 夫する ことが肝要 であ る と考 えたか らで ある。

現代社会の諸問題の うち、人類の課題である とともに生徒 自身が生 きてい く上 での課題 で も

あ る環境問題、 と りわけ生徒 に とって一番身近な問題 である 「ごみ問題」 を取 り上 げ、3名 ず

つ2つ の分科会 に分 かれ て研究 を行 った。第1分 科会 は、深刻 なごみ問題の現状 に 目を向け、

制度 ・社会 システムの面か ら、また個人の生 き方の面 か ら、有効 な解決方法 を探究す る授 業 を

構想す る分科会であ る。第2分 科会は、 ごみ問題 に対処す るにあ たって 、人間 同士が信 じ合 い

理解 し合 うこ と、社会的連帯感 を深め ることが重 要である ことに気づ き、実際 に他者 とかか わ

る中で 、信頼関係 を醸成す る過程 を体験 す る授業 を構想す る分科会 である。

なお 、第2分 科会の指導案 は、第1分 科会で構想 された基本的 な学習内容 を さらに掘 り下 げ

て 、学習の深化 発展 を図 るための工夫 と して示 した ものである。授業者 は、基本 的には第1分

科会の指導案 に沿 って授業 を構成 し、第2分 科会 が構想す る各 々の授業内容 ・方法 を適宜 に挿

入 した り活用 した りす ることによって、生徒 の興味 ・関心 を重 ん じなが ら、バ リエ ーシ ョンに

富 んだ深み のあ る授業 を創造す るこ とが可能である。
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3研 究 内容 についての構造図
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メンタルマップで気付 く消費

社会の構造

1
ごみ収集の擬似体験

(2)ごみ問題 解決の糸口を探 ろ う

江戸 の暮 らしとリサ イクル
エ ン カ ウ ン タ ー で 学 ぶ 生 態 系

一 セ ン ス ・オ ブ ・ワ ン ダ ー 一

・信頼関係、生態系の中の人間存在の気付き
東京都のごみ とごみ処理 の

現状 1
(2)ゲームで学ぶ ごみ問題

ごみ問題 における社会的 ジ レンマ

・ジレンマの体験 と克服
ドイツのごみ問題への取組

み

1
」 (3)ロールプ レイで学 ぶ ごみ問題

ごみ有料化 をめ ぐって

・他者理解 、利害調整過 程の体験

(3)ごみ 問題解 決 に向 けて の シナ

リオ を作 ろう

↓

環境問題の解決の端緒

社会システム/ラ イフスタイルの転換

「生 きる力」 の育成 現代社会の諸問題を解決する能力
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ご み 問 題 一解決の方途 を探 る 「現代社会」の授業 一(第1分 科会)

1研 究内容 と方 法

本分科会では、基礎的 ・基本的な事項 の理解 の うえにたって、生徒 自らが問題 を認識 し、考

え、判 断す ることに よって行動 で きる能力を育 てるための指導 について研究 した。具体的には、

生徒 の 日常 と最 も密接 に関係 し、なおかつ早急 に解決 を迫 られてい る現 代社会の課題で あ る ご

み問題 をテーマ とす ることに した。

公民科 の学習指導要領で は、環境 に関する問題 は、主 に①現代社会 「(2)環 境 と人 間生活」、

② 倫理 「(2)現 代社会 と倫理 イ 現代社会 を生 きる倫理」、③ 政治 ・経 済 「(3>現 代 の経済

と国民生活 ウ 現代経済 と福祉の向上」で扱 っている。今 回はテーマ に即 して考 え 、 「現代

社会」の授業で扱 うこ ととした。

現代 の大量生 産、大量消 費の社会で暮 らす私た ちは誰一人 としてこの問題 を 自分 とは関係 の

ない問題 として片付 けるこ とはで きない。特 に今 までの 「ごみをいか に適正 に処分す るか」 と

い う視点 か ら脱却 し、「いか にごみ を出 さないか」が求め られてい る現 在 、 各 自の意 識 の深 ま

りとそれによる行動 こそが重要であ る。 中で も高校生 は、現代消費社会の動 向を左右す る大 き

な影響力 を もっている。 こうした現実 に着 目し、生徒 たちの中にある 「知 っているに こ した こ

とはない けれ ど、知 らな くて も平気で しょ」 とい う空気 を突 き破 り、自分 自身や属 してい る社

会全体の 問題 として 「考 え、行動す る」姿勢の育成 を目指 し、教材化す るこ とと した。

一 口にごみ問題 とい って も
、内包す る問題は多様である。 日常生活か ら排 出 される一 般廃 棄

物(本EJf究 では これを主 に題材 とした。)の 他 に産業廃棄物、 され に21世 紀 には世 界各 地 の原

子力発電所 か らの核の ごみ まで 、そ れ ら一つ一つが我 々の生活様式 と密接 にかかわってい る。

ごみ問題 は生徒 たちの 日常生活 にどのようにかかわ っているのか、問題が よ り深刻 化すれ ば、

日常生活 に どの ような影響が 出るのか、解決に向けて何 を意識 し、 どの ような行動 を取 れ ば よ

いの か。 これ らを、生徒 の生活実態 に重ね合 わせなが ら、で きるだけ具体 的に理解 させた い と

考 え、全体 を5時 間の構成 とした。

第1時 で は、クイズや教室の ごみ箱 といった身近な素材 か ら深刻 な実態 に改 めて関心 を もた

せ るこ とを考 えた。2、3、4時 で は、江戸時代 と現在 の東 京、 さらに ドイッの ごみ事 情 や取

り組 み等 につい て学ぶ こ とで 、現在の我 々の視 点 とは異 なる角度 か らの 問題解 決の ヒン トを探

らせ るこ とを 目指 した。特 に 「処理」 とい う視点 よ り 「排 出 しない」 こ との重要性 に気 付 かせ

たい と考 えた。第5時 で はそれまでの学習 を基 に、個 人の行動 、社会 システムの両面 か らごみ

問題の解決 に向 けたシナ リオを作 らせ ることで、具体的な行動 を促す契機 となる よう授 業展 開

を工 夫 した。 なお 、作成 に当た り以下の点に特 に配慮 した。

1基 礎基本 として押 さえる必要のある ものを精選 するこ と。

2他 者 との 関係 を重視 し、人間尊重の立場 に立つ こと。

3生 徒の 日常生活 に身近 な題材 を選択す るこ と。

4生 徒の活動や参加の場面 を増やすため、学習 の深化 を図る第2分 科会 の研 究内容 との

関連性 を重視す るこ と。
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2指 導計画 ごみ問題 一解決の方途 を探 る 「現代社会 」の授業一

学 習 項 目 具体的な学習内容 特 に留意 した点

ごみ問題 の実態 を知 ・ ク イ ズ 形 式 の ワ ー ク シ ー ト ・ごみ 問 題 は 他 人 ご と で な い

第 ろ う を用 いて、 ごみ問 題 の認識 こ と及び問題の深刻 さを各

度 を生徒各 自に確認す る。 自 に再 認 識 させ る 。

・日々の 自分 の ごみ の 排 出 に

1

・教室 内の ごみ箱の 実態 を調

査す る。

関 して とって い る 行 動 を振

り返 らせ る。

・VTRを 用 い て 、 ご み に 関 ・ごみ 問 題 の 発 生 の 原 因 に つ

す る 現状 につ い て学 習す る。 い て考 察 させ る 。

時 ・ご み 問題 の 自分 の 問 題 と し

て と らえ させ る 。

ごみ問題解決 の糸 口 ・ごみ問題解決の糸 口 を歴 史 ・江戸時代 のごみの状 況 を知

第 を探 ろ う に学ぶ(江 戸時代 と現 代 の る こ とに よ り、何 が 、 誰 が

2
生 活 を3R-Reduce,Reuse,

Recycle一 の 観 点 を 中 心 に

ごみ問題 を深刻 に して い る

のかを考 え させ る。
・

探 る。) ・ご み 問題 は 、処 理 の み に重

3 ・現在の東京の ごみ を取 り巻 点 をおいた方 法で は解 決 で

● く状況、 ごみ処理 の 実態 及 きな い こ とに気 付 か せ る。

4
びその対策 を知る。 ・ドイッ とわが 国の ごみ 問題

の取組 みや考 え方 の違 い を

時 ・ ドイ ッの ごみ 問題 へ の 取 組 比 較 し、 よ りよい 解 決 の 方

み を知 る。 法 を考 察 させ る 。

ごみ問題解決 へ 向け ・社 会 シス テ ム の改 革 の 必 要 ・理 屈 や ル ー ル は 理 解 して い

て の シナ リ オ を作 ろ 性 や個人の意識の変 革 の重 て も、 実 行 が伴 わ な い と こ

う 要性 等、 ごみ問題 解 決 の方 う に、 ごみ 問 題 の 深 刻 さが

第
法 を多 角 的 に と らえ てみ る。 あ る こ と を再 認 識 させ る。

・一 個 人 と して 、今 か ら行 動 ・生 徒 一 人一 人 の 発 想 を大 切

5
で き る こ と を考 え る 。 にする とともに、 お互 いの

考え方 や意見 を交換 す る こ

とを通 して、解 決策 を探 究

時
さ せ る 。

・各 自の 日々 の 行動 が ご み 問

題 の解決 を左右 してい る こ

とへ の 自覚 を深 め させ る。
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3指 導案<1>ご み問題の実態 を知 ろ う

第1時 ごみ問題 に関す る基本 的知識 と関心度 をチェック してみ よう

(1)本 時のね らい

第1時 と して、生徒 にごみ問題 についての興味 と関心 をもたせ るとともに、 自ら も解 決 の

担 い手 であ り、他人 まかせ にで きない課題 であ るこ とを認識 させる。

そのため に

① ごみ問題 に関する学 習の導 入時 として、生徒が持 ってい るごみ問題 についての基 本 的

知 識の確 認 とごみ問題へ の関心 度 を生徒 自身にチ ェ ックさせ る。

② 生徒一 人一 人に ごみ問題 の原因 とごみ を取 り巻 く現状の深刻 さをあらためて認識 させ、

2時 間 目以降の授 業 につなげてい く。

(2)本 時の展 開

自分 と ごみ 問 題 との

か か わ りにつ い て 考

え る 。

自分 も ごみ問 題 の 原 因 を

作 り出 して い る 一 人 で あ

る こ との 自覚 を促 す 。

ごみ問題の深 刻 さを

再認識 させ る。

ク イズ 形 式 の ワー ク シー ト(資 料1)及 びVTR(資 料2)を 使 用 す る。

(3)評 価 の観 点

・自分 と ごみ 問 題 との か か わ りの深 さを考 え る こ とが で きた か 。

・ごみ 問 題 の 現 状 や 、 ごみ 問 題 が もた らす 日常 生 活 へ の 影 響 を実 感 で き たか 。

(4)資 料1ク イズ 形 式 の ワー ク シー ト(抜 粋)

口 ごみ につ い て の 関 心 度 と ごみ に 関 す る基 本 を チ ェ ック しよ う

1君 た ち は 日頃 、 日常 生活 の 中 で 、 どの よ うな種 類 の ごみ を排 出 して い るか 。

学校にいる時

外出している時

自宅にいる時

2次 に挙げ る ものの 中で、可燃 ごみに○ をつ け よう。

○野菜屑 長靴 傘 ○科学 ぞ うきん 革靴 ポ リ袋

○紙お むつ シャ ンプー容器 使 い捨 てカイロ ○紙類 トレイ

3自 宅地域の ごみ収集 日

可燃 ごみ……… 曜 日 不燃 ごみ……… 曜 日

4平 成8年 度の東京23区 の ごみの量 は

約(300万tO400万t500万t)
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51t当 た りの ご み を処 理 す る 費用 は(3万 円06万 円10万 円)

6東 京23区 で ご み を処 理 す る た め に使 われ た費 用 は 約7 ,400億 円

7平 成8年 度 、多 く出 され た粗 大 ごみ の う ち、 第1位 は

(○ ふ とん 椅 子 自転 車)

8廃 棄 され る プ ラ ス チ ックの 内 、最 も割 合 が 大 きい の は 、

(家 庭 用 雑 貨 電 気 製 品 ○ 容 器 包 装)

埋 め立て処分場の変遷 に関す る資料

新海面処分場(319ha)

中央防波堤夕畑 その24,553万t(199ha)

羽田沖168万t(12.4ha)

S2

中央防波堤内側1,230万t(78ha)

15号 地1,844万t(71.2ha)

14号 地1,034万t(45ha)

8号 地371万t(34.4ha)

S32S37S40S42S48S52S62H3H10H15

資 料2VTR「 ごみ の行方 、これか らの東京」(東 京都 清掃 局制作 平 成9年)

〈2>ご み問題解決の糸 ロ を探 ろ う

「第2時 江戸の暮 らしとリサ イクル」

(1)本 時のね らい

江戸 時代 の庶 民の暮 ら しと現代の暮 らしを比較する ことに よって、時代 の流れが生態系 の循

環作用 を大幅 に超 えた質 と量の ごみ を生み出 している ことに気付 かせ る。

(2)本 時 の展 開

学 習 項 目 学 習 活 動 指導上の留意点

導 江戸 の 暮 ら し ・江 戸 の 暮 ら しにつ い て 図版(資 料1) ・江戸 時代 の歴史的 背景 に

入

10
の把握 を見 なが ら、当時の生活の様子 を理 つ い て も簡単 に触 れ る。

分 解 す る 。

江戸 の暮 ら し ・図版 を 読 み取 り、 以下 の点 を 中 心 に ・ 「3R」 「生 態 系 」 と い

展 と現代 の暮 ら 現 代 の暮 ら しと比 較 しなが ら ワ ー ク う用語 につ いて も簡 単 に

開
しの比較 シ ー ト(資 料2)に 記 入す る。 説 明 す る。

①小売 りの方法 ・ワ ー ク シ ー ト に 記 入 さ れ

30

②購入の方法 た事項が 、それ ぞ れ3R

分 ③ ごみ処理の方法 の どれ にあ たるか解 説 す

④ 自然環境(生 態系)へ の影響 る 。

ま 比較 結果 の 考 ・現 代 の 暮 ら しとの 相違 点 を確認 す る
。 ・暮 ら し方が ごみを生み 出 し

と 察 ・以 下 の 点 につ い て 考 察 す る 。 てい るこ とに気付 かせ る。
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1め1

巨o

分

1① エ コ ロ ジー シ ョッ ピ ング(環 境 に 配l

i慮 した 買 い 物)は 可 能 か 。1

② リサ イクル社会の構 築は可能か。

(3>評 価の観点

①暮 らし方 の相違が ごみを生み 出す原因 となっていることが理解で きたか。

②江戸 時代の暮 らし方 をヒン トに して ごみ問題解決の糸 口がつ かめたか 。

(4)資 料

資料1江 戸時代の暮 ら し方(図 版)

資 料2ワ ー ク シ ー ト

「一一一「一
包装形態 (竹の皮など) (セ ルフ

1

現 代(ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト)

(セ ル フ サ ー ビ ス)

〕

、l
l
ー
、ー

商品の持ち帰 り方 (かご持参) (ト レ イ ・パ ッ ク)

一

1排 出 され るごみ 1(竹 の皮な ど) 1(レ ジ袋)

計
」

ごみ処理の方法

処理 されたごみの行方

(焼却)

(灰 として肥料 に)

騰 別回収一焼却による_の 発生)「
1一

(埋め立て処分)

墜墜璽∵
一 一 一1

(また自然に還元)i(自 然に還元することができず生態系のバランスを破壊)1　
____⊥___」

(5)参 考 資料

石 川英 輔 「大 江 戸 リサ イ クル事 情 」 講 談 社
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第3時 東 京都の ごみ とごみ処理の現状

(1)本 時のね らい

東京都 の ごみ問題の現状 について学 び、その深刻 さについて確 認す る。他 の地域 と共通 す

る課題 や東京都特有の課題 について考察 させ るとともに、 この問題 の解 決に向けて主体 的 に

考える きっか け とす る。

(2)本 時の展開

学 習 項 目 学 習 活 動 指導上の留意点

導

入
10

分

ごみ処 理作 業

の経過 の確認

・自治体 の 日常の清掃活動の様 子 を資

料 か ら読み取 り、印象 に残 った こ と

を発表す る。

・ごみ は 「消 え て 無 くな る

わ け で は な い 」 こ と を再

確 認 す る 。

展

開

35

分

東京 都 の ごみ

の現状 につ い

て

さま ざま な問

題点

リサ イ クル の

限界

資料 を読 み取 り現状 を分析す る。

・区部 と多摩地域 のごみ組成の比較

・区部 にお ける可燃 ・不燃 ごみの伸び

・ごみ処理 コス トの上昇 を確認す る。

(収集 、運搬 、焼却等 中間処理 、埋

め立 て)

・各処理段階 での公害 の発生。

(有害物 質の種類 と対策)

・最終処分場 の容量 と逼迫状況。

・リサ イクル率 は年 々上昇 して いるの

に ごみは減 っていないの はなぜ か 、

発表 し合 う。

・どの よ う な ごみ が 増 え て

い るの か に注 目 させ る 。

・生 徒 に挙 げ させ た 中 か ら

問 題 点 を絞 り補 足 を 加 え

る。

・今 まで の 、 い か に適 正 に

処 理 す るか 、 の 視 点 で は

現 状 が 変 わ らな い こ とに

気 付 か せ る。

ま

と

め

5

分

汚 れ の ブ ー メ

ラ ン

・ご み 問題 か ら 目 をそ む け る と、 実 害

が必 ず 自分 に帰 っ て くる実 例 に つ い

て の説 明 を 聞 く。(処 理 コ ス ト、 有

害 物 質 等)

・次 時 に向 けて 動 機 付 け に

と どめ 深 入 り しな い 。

(3)評 価 の 観 点

① 東 京 都 の ごみ 問 題 の現 状 と特 徴 につ い て 理 解 で きた か 。

② ごみ の 増 加 の 問 題 や 、 ごみ の 増 加 と自分 との か か わ りに つ い て 、 主 体 的 に考 え る こ と

が で きた か 。

(4)参 考 文 献

「通 販 生 活No.189」(ゴ ミか ら見 た 「わが 街 」 の 消 費)カ タ ロ グハ ウス
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第4時 ドイツの ごみ 問 題 へ の 取 組 み

(1)本 時 の ね らい

ごみ 問 題 へ の 取 組 み にお い て 成果 を上 げ てい る ドイ ッの事 情 に つ い て学 び 、 個 人 の 良 識

や 努 力 に頼 りが ち だ った 日本 の ごみ 処理 との違 い につ いて 考 察 す る。 さ ら に、 わ が 国 との

条 件 の違 い 、 そ れぞ れの 長 所 や 短 所 を出 し合 うこ とに よ って 、あ らた め て 、 身 の 回 りの ご

み 問 題 の 現 状 につ い て考 え る と と も に、 この 問題 の 解 決 に向 け て 望 ま しい 社 会 シ ス テ ム に

つ い て考 え る 。

(2)本 時 の 展 開

学 習 項 目一 指導上の留意点1

1

導
し

ml
I

10

分

il
Il

「

第1時 の復習

緑 の マ ー ク提

示

一 司一 一 一 一『一 一一 一 一 一 一一

展

開

・ごみ の観察(復 習)を 通 じて容 積比1

で約6割 が容器 ・包装類 であ る こ と

を改めて確認する。1
!

・ドイツ の緑 の マ ー ク を示 し、 ド イツ

を中心 と して シ ス テ ム を学 習 す る確

認をする・1

ドイ ツの 一 般

ごみ 処 理 シ ス

テ ム

・HNKビ デ オ 「包 装 法 が 企 業 を変 え

る」 を見 て 、 ドイ ツの 廃 棄 物 処 理 シ

ス テ ム につ い て学 ぶ 。

・緑 の マ ー クのつ い た ごみ を数 種 類 提

示 し、 実 物 を確 認 す る 。

1ド イ ツ と 日本!・ 両 国 の シ ステ ム に つ い て 、類 似 点 、

301

例

の比較

信聴_
驚 とのできるiL」.

、周 辺 各 国 へ の

陣 が り

大 き く異 な る点 を発 表す る。

・消 費 者 、 メー カー 、DSDそ れ ぞ れ

の立 場 で どの よ うに 行動 す るか 発 表

す る。

・経 済 原則 にの せ た ごみ 処 理 が 効 果 を 、

上 げて いる こ とに鮒 く.(結 果 と1

して廃 棄 物 が 減 少)

・欧州 各 国 に広 が って い る例 と して フ

ラ ンス の例 の 説 明 を聞 く。

・復 習 と して生 徒 に 発 表 させ

る 。

i
l

・緑 の マ ー クの 意 味 は 説 明 し;

な い 。

ヨ

ー
・ ワ ー ク シ ー トに 要 点 を メ モ

さ せ る 。

・ 「環境 と公 害 を考 え る 」 の

P37も 参 考 に な る。

・ロー ル プ レイの 手 法 も活 用

で き る。

・わ が 国 で 同 じシ ステ ム を実 行 す る上

で の学 ぶ べ き点 、問 題 点 につ い て ま

とめ て み る。

・消 費 者 、 メ ー カ ー 、DSD

の ど こ も 損 を し て い な い こ1
;

と を 押 さ え る 。

・フ ラ ン ス
、 ア メ リ カ の 制 度,

についての裁 活用する■

・各 自 シ ー トに記 入 し発 表 し

てみ る 。一
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(3)評 価 の観 点

① 諸外国 において もごみ は大 きな社会問題 となってい る現状 が理 解で きたか。

② わが国の従来の ごみ処理の過程 には見 られ ない発想や方法について理 解で きたか 。

③ ごみ問題 について主体的 に考 えてい こうと したか。

(4)資 料

ド イ ツ の ご み 問 題 へ の 取 組 み

1私 た ち の排 出 す る ごみ の 約6割 は 、(容 器・包装類)で あ る 。

2ビ デ オ 「包装 法 が 企 業 を変 え る」 を見 て記 入 し よ う。

①1980年 代 まで ドイ ッの ごみ の 量 は±曽え て い た か 、減 っ て い た か。

② 自宅 前 に お か れ た ごみ 箱 の特 色 は 、

⇒ 市 役 所 か ら(有 料)で 借 りる 。使 用 料 は60Lで 年 間約(1 ,300)円

9240Lで 年 間約(5,000)円

思 っ た ほ ど ごみ は減 らな い 。

③ 体 積 で 家 庭 ごみ の約50～60%を 占 め る(容 器・包装類)に 着 目

1991年(包 装 廃棄物規制令)の 制 定

各 メ ー カ ーが 包 装 ・容 器 ごみ を(回 収)し(リ サイクル)す る義 務 を負 う。

↓

メー カー が 共 同 で 設 立 した 回 収 ・リサ イ ク ル専 門会 社(DSD)の ごみ 箱

・ごみ を(分 別)し た くて よい 。

⇒ ・ごみ 箱 使 用 料 は(無 料)で 、

・回 収 は 、(2週 間)に1回

④ ドイッ の 家庭 ごみ の 回収 ル ー ト

〈1980年 代 〉 〈現 在〉

家 庭 一 一 一 家 庭

生 ごみ 紙類

(市役所)が 回収

生 ごみ 紙類

(市役所)が 回収

1

包 装 容 器

(DSD)が 回収

⑤ この シ ス テム が うま くい っ てい るポ イ ン トをそ れ ぞ れ の 立 場 か ら考 え よ う。

Aメ ー カ ー ・販 売 業 者

い ちい ち(回 収)し(リ サイクル)す る手 間 が は ぶ け る 。

B消 費 者

市 役 所 か ら借 りて い る(ご み箱代)の 節約 の た め 、(緑 のマーク)の 商 品 を 買 う。C

DSD

(緑のマーク)の 商 品 が 売 れ る ほ ど、会 社 の経 営 は安 定 す る 。

【従 っ て 、 ど こ も損 を す る と こ ろ が な い 。 】
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3ド イ ツの ごみ 処 理 シス テ ム と 日本 の もの とを比較 して み よ う。気 付 い た こ と を箇 条 書

きに して み よ う。

(似 て い る点)(異 な る点)

・市 役所 が 回 収 ・タ ダの ごみ と有料 ごみ

・分 別 す る ・メー カ ーの 責任 で 回 収 ・リサ イ ク ル

4緑 のマ ークが もた らした もの について考 えてみ よう。一
緑 の マ ー ク を製 品 に付 け る時 の 使 用 料→(素 材 に よ っ て異 な る)

ガ ラ ス0.15DM(11円)プ ラス チ ック2.95DM(207円)

,紙0。40DM(28円)紙 パ ッ ク1.40DM(118円)

鉄0.56DM(39円)複 合 材2.10DM(147円)

ア ル ミ2.95DM(105円)天 然 素材0.20DM(14円)

rI

1DM=70円

料 金 はkg当 り

① マ ー クの 使 用 料 の う ち、最 も高 い もの と安 い もの をあ げ て み よ う。

・最 も高 い もの(プ ラスチック)・ 最 も安 い もの(ガ ラス)

② ① の 差 は 、 何 が 原 因 か予 想 して み よ う。

・(リサイクル のしやすさによって料金が設定されている。リサイクルしにくい素材ほどマークの使用

料は高く設定してある。)

③ ② の よ う な状 況 の も とで 、 メー カ ー や消 費 者 は 、 そ れ ぞ れ どの よ う な行 動 を と

るか 考 えて み よ う。

・ メ ー カ ー

・消 費 者

u

ltnl-1.L"..".-e.rT.t"n7-一 「
例 えば 、洗 剤 容 器

プ ラス チ ッ ク183g

使 用 料38円

与

・(濃縮 して量を減らす)

・(プ ラスチック容器を薄 く

与 し紙で補強する)

プ ラス チ ック34g紙20g

(使 用 料8円)

,H

目

理 の ル ー ル を作 る こ とで(ご み そ の もの の量 が減 って きてい る)

(フ ラ ン ス ●ベ ル ギ 　 デ ンマ ー ク 博 の 周 辺 国 に も 広 が っ て い る ・}

…

5日 本 で同 じシステム を実施す るこ とは可能だ と思 うか、理 由 と合 わせ て考え をま とめ

てみ よ う。 、
.____________」
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第5時 ごみ問題の解決 に向 けての シナ リオを作 ろ う

(1)本 時のね らい

ごみ問題 に関す るまとめ と して、江戸時代 や現代 の ドイッのごみ対策 な ど今 までの学 習

を基 に、東京都の ごみ問題の解決策 を各 自で考える。 また、多様 な解決策 を整理 す る こ と

に よ り、 ごみ問題の課題 と対策 を整 理する。

(2)本 時 の展 開

学 習 項 目 学 習 活 動 指導上の留意点

導

入
10

分

・前4時 間 の

復 習

・江戸時代 の暮 らしや ドイツの ごみ問

題への取組 みを思 い出す。

・生 徒 に発 問 し、 い くつ か の

具 体 例 を挙 げ させ る 。

展
開
30

分

ごみ問題解決

策の策定

解決策の分類

・東 京 にお け る 、 ごみ 問題 の 解 決 策 を

各 自で 考 え る 。

・ワー クシ ー トの 配布 を受 け
、 具 体 策

を マ トリ ック ス に記 入 す る こ と に よ

り、 ごみ 問題 解 決 の視 点 を 体 系 化 す

る 。

・生徒の 自由な発想 を大 切 に

す る。

・江戸時代や ドイッの ごみ 問

題解決の視点 を思 い 出 させ

る。

ま
と

め

10

分

解決 策 の分類

を考察す る

・マ トリ ックス を基 に
、 ごみ 問 題 解 決

策 を整 理 して 、気 付 い た こ と を発 表

す る 。

・他の解決策 を参考 に して 、

各 自の解決策 を一層 工 夫す

る よう指示 す る。

(3)評 価 の観 点

① ごみ問題解決 に向 けて積極的かつ具体的 に考えたか。

② ごみ問題の解決の多様性 を理解で きたか。

(4)資 料 「ごみ問題解決策のマ トリックス」

改 善すべ きこと 個 人 レベ ルでの解決策 社会制度 と しての解決策

大量生 産(ご み にな

る もの を作 らない)

大量販売(ご み にな

る もの を買 わない)

大量 廃棄(ご み を捨

てない)
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m気 付 き、分 か ち合 う"環 境"の 授 業

一生徒 参加型授業の実践一(第2分 科会)

1研 究内容 と方法

第2分 科会が作成 した授業案 は、第1分 科会 で構 想 された学習 内容 を深化発展 させ る こ とを

ね らい とした ものであ る。 したが って、後 に示す各々の指導 案は、第1分 科会 が作成 した基 本

的 な指導計画の流れの 中に適宜 に挿 入で きる ように工夫 されている。

さらに、第2分 科会 では、以下の4点 を研 究の 主眼 と し、研 究 を深 めた。

「(1>環 境 問題 の うち特 に身近 な問題であ る 「ごみ問題」 に熱 をあてて、天 徒 の癖 「

欲 を喚起 し、主 体的に考 える力 を養 う。1

(・)生 徒相互 ・教 師 と生徒の コ ・ユニ ケー シ ・ンを重視 する とともに・生徒 の感1生を判

か にす る授業 を創造 する。1

(3)教 師主導型の授業 か ら生徒参加型の授業への転換 を図 るための具体的 な方法 を探 究1
}

する。

新学習指導要領 に新設される 「総合的な学習の時間」を視野に入れた授業内容 ・授(4)

業方法を探究する.i
_一______J

第2分 科 会 で は 、 「気 付 き、分 か ち合 う"環 境"の 授 業」 とい うテ ー マ を 設 定 した 。 環 境 問

題 に対 処 す るた め の キ ー ポ イ ン トは 人 間 同士 の信 頼 関 係 の 再 構 築 、心 と心 の つ なが りで あ る と

考 え た か らで あ る。 人 間 同 士 の信 頼 関 係 、互 い を理 解 し合 って 連 帯 す る こ との 重 要 さを い か に

して 実 感 させ る こ とが で き るだ ろ うか 。 以上 の よ うな課 題 につ い て 研 究 す る こ と とな っ た 。

モ ノを媒介 と した人間関係

人間関係の希薄化
、

↓ ↑

1瞳 生産一大量消費一麟 剰

↓

L∴ 」

言籟τ冨'π 藺摘'颪お溝 屡 一'一 「

薩 茎至!三益生愁,些2亘暫 」亘轡租

醤!套垂=葦≡ii:iヨ

ごみ問題解 決の方向へ

そ こで 、 生 きる主 体 と して の 生徒 が 互 い を尊 重 しなが らか か わ り合 う中で 、 自己 を再 確 認 す

る と と も に 、現 代 社 会 の 諸 問 題 を解 決 して い くた め に不 可 欠 の連 帯 感 と信 頼 感 を分 か ち合 え る

授 業 を工 夫 した。 具 体 的 に は 、エ ン カ ウ ン ター 、 ゲ ー ム 、 ロー ル プ レイ を取 り入 れ て 、 心 と体

の エ ネ ルギ ー を活 性 化 させ る体 験 を重 視 した 授 業 を実践 す る こ とに した 。
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2指 導 案<1>エ ン カ ウ ン タ ー で学 ぶ 環 境 問 題 の授 業

一 「セ ン ス ・オ ブ ・ワ ン ダー 」他 一

(1)は じめ に

エ ン カ ウ ンタ ー とは 、集 団内 の 人 間関 係(体 験)を 通 して 自他 理 解 を深 め る こ と、 人 間

関 係 を深 化 させ る こ とを 目的 と した教 育 方 法 で あ る。

(2)授 業 の ね らい

周 知 の よ う に 、 日本 の環 境 教 育 は次 の2点 で 、 質 的転 換 が 求 め られ て い る と言 え る 。

① 一 方 的 な知 識 伝 達 か ら体 験 を通 して 気 付 きや 学 び を繰 り返 す 学 習 へ 。

② 「大 量 採 取 → 大 量 生 産 → 大 量 消 費 → 大 量 廃 棄 」 の構 造 を押 さ え、 人 間 性 ・人 と人 との

信 頼 関 係 を回 復 し、一 市 民 と しての 成 長 を促 す プ ラ ンへ 。

エ ン カ ウ ン ター と い う手 法 は 、演 習 を通 して 生 徒 間 に相 互 交 流 を起 こ し、信 頼 感 や ふ

れ あ い を体験 させ る。 そ の 意 味 で 、環 境 倫 理 に基 づ い た 社 会 の 実現 を 目指 す こ れ か ら の

環 境 教 育 に有 効 で あ ろ う。 こ う した問 題 意 識 か ら本 指導 案 は構 想 され た の で あ る。

(3)授 業 の展 開

★ そ の1メ ン タル マ ップで 気 付 く消 費 社 会 の 構 造 一 「消 費社 会 の 中 の私 」 一

「大 量 採 取 → 大量 生 産 → 大 量 消 費 → 大 量廃 棄 」 の構 造 の 中 に我 々 が組 み 込 まれ て い る こ と

を 自覚 させ る こ とが 目的 で あ る。 この授 業 案 は 、 第1分 科 会 「ごみ 問題 の 実態 を知 ろ う」 で

使 用 で きる プ ラ ンで あ る。

学 習 項 目 学 習 活 動 指導上の留意点

「メ ン タ ル マ ッ プ」 の 作 ・B4の 上 質 紙 に課 題1と2を 行 ・ コ ン ビ ニ エ ン ス ・ ス

成 う 。 トア ーが いか に 生 活

・課 題1:最 寄 り駅 か ら学 校 ま で の中 に組み込 まれ て

30
の地 図 を詳 し く書 い て み よ う。 い る か 気 付 か せ る 。

・課 題2:自 動 販 売 機 をポ イ ン ト

し て み よ う 。

分

シ ェ ア リ ン グ(注) ・地 図 の 中 で何 が多 く書 か れ て い

るの か 。何 が書 か れ て い な か っ

た の か等 、感 想 を述 べ る 。

(注)シ ェ ア リ ン グ とは 、「ふ りか え り」 と訳 され る。 演 習 を 通 して 感 じた こ と、 学 ん だ

こ と を話 し合 った り、発 表 した りす る こ とで あ る 。 グル ー プ メ ンバ ー の 思 考 ・感 情 ・行 動

を 修正 ・拡 大 す る 機 能 が あ る。

★ そ の2ご み収 集 の擬 似 体験 を して み よ う!一 人 と人 との結 び付 き を考 え て み よ う!一

こ こ で は現 在 の ごみ 回 収 シス テ ム が 「信 頼 」 とい う暗 黙 の ル ー ル の上 に 成 り立 って い る こ

とに気 付 かせ る事 を 目的 とす る 。 この授 業 プ ラ ンは 、 第1分 科 会 の3時 間 目 「東 京 都 の ごみ

とご み処 理 の現 状 」 に 関 連 させ た セ ッ シ ョ ン とな る 。
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i 学 習 項 目1学 習 活 動
華

1

指導上の留意点1

1
ごみ収集の擬i似体験 ・目隠 しを し、 ブ ラ ック ボ ック ス の 中 の

ごみ を探 る 。 「怖 さ」 と、 現 在 の ごみ

回収 シ テ ムが 「信 頼 」 とい う ル ー ル の

・ 「 」 内 は 、 教 師

が 注 意 を促 す 必 要

が あ る 。1
カ

L一

シ ェア リ ン グ

上 に な りた っ てい る こ と を体 験 す る 。

i.カ ー ドの 利用 〈筆 記 形 式 〉 も し くeよ発

表形式で感想 を共有す る。

・包 丁 、 ペ ッ ト等 の'

ごみ の 事 例 を 知 ら

せ る。

★ その3「 エ ンカ ウ ン ターで 学 ぶ 生 態 系一 セ ンス ・オ ブ ・ワ ン ダー 一」

こ のセ ッシ ョ ンで は 、生 徒 に 、人 と人 との 信 頼 感 の 体験 と生 態 系 の 中 で 人 の 占 め る位 置 に

つ い て気 付 か せ た い 。 第1分 科 会 「江 戸 の 暮 ら しと リサ イ クル」 の前 後 に挿 入可 能 で あ る。

ま た 、学 習 の ま とめ に もな る 「ごみ問 題 解 決 に向 け て の シナ リオ を作 ろ う」 の 学 習 に も十 分

活 用 で きる 。

「一 「,一 「

関 ための 「ウ・「
ミ ン グ ア ッ プ 」

10

}分

(一 人 力

る 。)

展

開

ブ ライ ン ドウォー

1ク の実習

}

・一方 が

誘導す

に誘導
①

15

囹 シェアリング1

∴

・2人1組 の 班 を作 る

引 っ越 しの 挨拶(隣 へ 引 っ越 して きた 前

提 で 挨 拶 を行 う。〉 後 ろ に 倒 れ る ゲ ー ム

(一 人 が 後 ろ へ 倒 れ 一 人 が そ れ を さ さ え

・一 方 が 目隠 しを して 、 もう一 方 が 安 全 に

誘導 す る 。教 室 を 出 て階 段 をつ か い 、 外

に誘 導 す る 。パ ー トナ ー に な るべ くた く

さん の経 験 を させ 役 割 交 代 す る。

_作 りが目的目
弧 立者が 出ない よう にi

グ ル ー プ分 け に 配 慮 す …

る 。

・安 全 面 に注 意 す る 。

廓_九 、_陶 陛ド 爵

・発 言 を求 め る 。 筆 記 形

式 で も可 。

隈1

開

1②i'
251を 実 感 させ る

分

生態系 の 中で
1人間 が どの よ 1

うな位 置 を占

め てい るの か

(自 然 と 人 間

の 関 係 性 の エ

1ン カ ウ ンター)1

気 」 「太 陽」 「土 」 「樹 木 」 「植 物 」 「鳥 」i

「昆 虫 ・バ クテ リア」 「動 物 」「米(食 料)」

「魚 」 「工 場 」 「人:2～6グ ル ー プ 」 等 ,

の役 割 を く じ引 きで 決 め る(役 割 パ ネ ル

を首 に掛 け る)。

る もの:多 色 の

毛 糸 、 そ れ ぞ れ の 役 割!

を書 い たパ ネル 。

・教 室 外 で の 演 習 が 望 ま

しい が 、教 室 内 で も可!

能 で あ る。
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・発 問1「 生 きる た め に必 要 なモ ノ(役 割) ・ 「人 グル ー プ」 を 「先

は?」 と発 問 。 進 国」 「開発 途上 国 」

愚壁職 欄 藤 、
の 「人」 に分 け る と後

髄 づ
騰騰 ご

の 学 習 に深 み が 出 る 。

・必 要 なモ ノ 〈役 割 〉 同

士 を毛糸 で結 び付 け る。

・毛 糸 の 結 び 付 き具 合 に

注 目 させ る 。

》発 問1の 望 ま しい 質 問

・発 問2「 利益 を追求す るため に工場 が 汚 川頁番 は 、 「魚 」 「動 牛勿」

懸,水 を川 に垂 れ流 しま した・ ど うな るで し ・
「植 物 」 「樹 木 」 「鳥 」

うか?」 川の汚染で影響の 出る毛 糸 をす 「昆 虫 ・バ ク テ リ ア 」

べ てハ サ ミで 切 る。 発 問3,4も 同 じ よ と質 問 を し 「空 気 」

翻
う に毛 糸 を切 る。 「二 酸 化 炭素 」 「土 」

雪 ■ 幽 灘黙 讃1
「川 」 「海 」 「太 陽 」 と

続 け 、 最 後 に 「人 」

㌔《＼堀鮮
.』 郵 ・雲一 ㌔厩 繍 ・ ♂ き

「エ 場 」 と 指 名 して い

く。

→→ 「毛 糸 を切 っ た こ と は

∵ 翫 藤 撫馴 どうい う現 象 なの か」
欝

と生徒 に発問 を返す こ

・発 問3「 自分1人 な らか まわ な い と
、 山 とで思 考 を膨 ら ます 。

林に有害物 質 を不法投棄 しました。 ど う

なる で しょか?」 ・自然 界 に お け る 人 間 の

・発問4「 途上 国に輸 出 した危険 な産 業廃
消 費者 としての 立場 に

棄 物 が漏 れ 、 海 を汚 染 しま した。 ど う な 気 付 か せ る 。 ま た 「生

る で しょ うか?」 命 へ の 畏 敬 」 に つ い て

も言 及 で きる 。

シ ェ ア リ ン グ ・人 と人(国 と 国)と の 関 係 性 が 希 薄 な と ・結 果 は 、次 の 時 間 に プ

(5分) き、 環 境 破 壊 が 起 き、 生 態 系 の バ ラ ンス リ ン トに して 発 表 して

が 崩 れ る こ と に気 付 く。 も よ い 。

★その1か らその3の 指導案は、授 業者が適宜 、選択 ・応用す る ことで授 業効果 があが る
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〈2>ゲ ー ム で学 ぶ ごみ 問題 の授 業 一 「ごみ 問 題 にお け る社 会 的 ジ レ ンマ 」 一 く2時 間)

(1)は じめに

現 代人は 、ごみ問題 に対処する際に個 入の利益 を優 先 させ る結 果、最 終的 には全体 の利

益が損なわれて しまうパ ラ ドキ シカルな状況(社 会的 ジレンマ)に 陥ってい る。

(2)授 業のね らい

① ごみ問題 は、環境 保全 とい う共 通利益 と消費 による利便性の享受 とい う個 人利益 とが対

立する社会的 ジ レンマであ ることに気付 かせ る。

② 社会的 ジ レンマ を克服す るため に、信 頼関係 を深め る必要があ ることを考 え させ る。

(3)指 導案

目 学覇 「
学 習 点意留の上導指「動舌、マ

i導灘 ζ鷹 と「 発問「環境に酉己慮した行動をとるべきi鵬 鰍 重劉

入一 くい の は なぜ だ ろ うか 。」

1斑 メ ンバ ー の 役 割

決 め

「ごみ排 出者A、B」2名

「得点分配係」1名 ～2名

「審判記 録係」1名

・班 討 議 の 後 、 発 表 。到
・ 「ごみ 排 出 者A 、BI

」 は プ レ イヤ ー で

あ るこ とを説 明す る。

展

開

隔 討1「
一資 料1一 カ ー ドの 種 類

r'「 「『一 一一r

墜 ごみカ⊥ 資源化カー ド(+3点)[竺 ド(-3点)t

I「r
分別ごみカード 不当利得カード(+5点)睡 害か ド(-5点)

一_噺_」`}

1 ・ 「ごみ排 出者A 、B」 が それ ぞれ に受1・ 配布する カー ドの種1

け取 る カー ドは 、 「混 合 ごみ カ ー ド」

7枚 、 「分 別 ごみ カ ー ド」7枚 。

・ 「得 点 分 配 係 」 が 受 け取 る カ ー ドは 、

「資 源化 カ ー ド(+3点)」14枚 、 「共

滅 カ ー ド(-3点)」14枚 、「不 当 利 得[

カ ー ド(+5点)」7枚 、 「被 害 カ ー ド

(-5点)」7枚 。

類 につ い て は 、 資 料

1を 参 照 す る。

・班 に必 要 な枚 数 だ け1

班 長 に取 り に来 させ

る。
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展

開

学 習 項 目 学 習 舌噛
と 動

資 料2・3の 配 布

一 資 料2一 ゲ ー ム の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 表

指導上の留意点

一資 料3一 得点 集計表

ごみ排出者 同時に出 したカー ド 受け取 るカー ド 班の得点

獲得 した カー ド

ごみ排出者A ごみ排出者B

例1

A 分別ごみ カー ド 資源化 カー ド(+3点)

+6点
枚数 小計点 枚数 小計点

B 分別 ごみ カー ド 資源化 カー ド(+3点) 資源化 カー ド(+3点)

例2

A 分別 ごみ カー ド 被害 カー ド(-5点)

0点

被害 カー ド1-5点)

B 混合 ごみ カー ド 不当利得 カー ド(+5点)

1

不当利得 カー ド1+5点 〉

例3

A 混合 ごみ カー ド 不当利得 カー ド(+5点)

0点

共 滅 カー ド1-3点 〉

B 分別 ごみ カー ド 被害 カー ド(-5点)

1

プ レイヤー ごとの小計点

例4

A 混合 ごみ カー ド 共滅 カー ド(-3点)
一6点

班の総合計点

B 混合 ごみ カー ド 共滅 カー ド(-3点)

ゲ ー ム の 説 明 ※マ グ ネ ッ トシ ー トで 作 成 した カー ドを使 用 し、 黒 板 上 で説 明 。

ア 、 「ごみ 排 出者A、B」 は 、 「混 合 ごみ カー ド」 「分 別 ごみ カ ー ド」 の い ず れ か を

同 時 に1枚 出 す 。 対 戦 は7回 戦 とす る 。 毎 回 の カ ー ドの 選択 は 「ごみ 排 出者A、

B」 に まか され て い る。

イ 、 「得 点 分 配 係 」 は 、資 料2の 「シ ミュ レー シ ョン 表 」 に従 っ て 、1回 の 対 戦 ご

とに 「資 源 化 カー ド(+3点)」 、 「被 害 カ ー ド(-5点)」 、 「不 当 利 得 カ ー ド(+

5点)」 、 「共 滅 カ ー ド(-3点)」 の う ちの該 当す る1枚 ず つ を 「ごみ排 出 者A、

B」(プ レイヤ ー)に 配 布 してい く。(以 下 の例 を参 照)

例1)「 ごみ 排 出 者A、B」 の 双 方 が 「分 別 ごみ カ ー ド」 を 同 時 に 出 した と き は

「ごみ排 出 者A、B」 は い ず れ も 「資 源 化 カ ー ド(+3点)」 を1枚 ず つ

「得 点 分 配 係」 か ら受 け取 る 。

例2)「 ごみ排 出者A」 が 「分 別 ごみ カ ー ド」、 「ご み排 出者B」 が 「混 合 ごみ カー

ド」 を 同時 に 出 した と きは、 「ご み排 出者A」 は 「被 害 カ ー ド(-5点)」 、

「ご み排 出者B」 は 「不 当利 得 カ ー ド(+5点)」 をそ れ ぞ れ1枚 ず つ 「得

点 分 配 係 」 か ら受 け 取 る。

例3)「 ご み排 出者A」 が 「混 合 ご み カ ー ド」、 「ごみ 排 出者B」 が 「分 別 ごみ カー

ド」 を同 時 に出 した と きは 、 「ごみ 排 出 者A」 は 「不 当 利 得 カ ー ド(+5

点)」、 「ごみ 排 出者B」 は 「被 害 カ ー ド(-5点)」 をそ れ ぞ れ1枚 ず つ

「得 点 分 配 係 」 か ら受 け取 る。

例4)「 ごみ 排 出者A、B」 の 双 方 が 「混 合 ごみ カ ー ド」 を 同 時 に 出 した と き は

「ごみ排 出 者A、B」 はい ず れ も 「共滅 カ ー ド(-3点)」 を1枚 ず つ 「得

点 分 配 係 」 か ら受 け取 る。
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展

開

ま

と

め

学 習 項 目 学 習 舌2 動 指導上の留意点

ウ、 勝 敗 に つ い て は 、 個 人戦 で は 、対 戦 相 手 よ りも多 くの 得 点 を獲 得 した者 が 勝 利

者 と な る。 ま た、 班 ご との対 戦 で は 、班 の得 点 の 合 計(2人 の 「ごみ 排 出 者 」 が

獲 得 した 合 計 点 数)が1番 多 くな っ た班 を優 勝 とす る 。 た とえ ば 、 「例1」 に お

け る1回 戦 終 了 後 の 班 の 合 計 点 数 は 「+6点 」 と な る。(資 料2参 照)

条件の提示 ※ 「ごみ 排 出者A、B」(プ レイヤ ー)

全 員 に示 す 。

に対 す る以下 の条 件 を板書 して

自分が班 内の対戦相手 に負け ない ように、 しか も同時 に、 自分の班が 他 の班 に

負 けない ように(個 人戦 にも団体戦 に も負 けない ように)7回 戦 を対戦せ よ。

ゲ ー ム の 開 始 と終

了

各 班 ご とにゲ ーム を開 始 し、 終 了 後 に

「審判記録係」が資 料3の 「得点集 計表 」

に対戦結果 を記入 し、発表する。

・巡 回 指 導 し、 各 役 割

とゲ ー ム の 進 行 状 況

を確 認 す る。

す べ て の対 戦 者 ・班 が 上 記 の 条 件 を同 時 に満 たす た め の 唯 一 の 方 法 は 、 す べ て の 対

戦 者 が 互 い に信 頼 し合 って 、1回 戦 か ら7回 戦 まで 「分 別 ごみ カー ド」 のみ を 出 し続

け る こ と(全 員 が 引 き分 け る こ と)で あ る 。

社 会 的 ジ レ ン マ の

克 服

一 資 料4一

・資料4を も とに 、 ご み問 題 と社 会 的 ジ

レンマ との 関係 を再 確 認 す る。

社 会 的 ジ レ ンマ とは

・資 料4の 内 容 を 板 書

して 、全 員 に示 す 。

個人 にとって は 「協 力」 を選択す る よりも 「非協力」 を選択 した方が 望 ま しい

結果が得 られ る。 しか し、全員が個人に とって有利 な 「非協力」 を選択 した場 合

には、全員が 「協力」 を選択 した場合 の結果 よりも悪 い ものになって しまう。

・発問 「社会的 ジレンマ を克服 す るた め

に必要 な条件は何 だろ うか。」

・班 討 議 の 後 、 発 表 。

(4)評 価の観点

① 環境 問題 をは じめ とす る現代社会の諸問題 については、我々が社会 的 ジ レンマ に陥 っ

ている側面が あるこ とに気付 くことがで きたか。

② 社会 的 ジレンマ を克服す るためには どう したらよいか を追究 しようと してい るか。

(5)参 考文献

高木 修 編 「社会心理学への招待 若者の人間行 動学」 有 斐閣

山岸俊 男 著 「社会 的ジ レンマの しくみ」 サ イエ ンス社 他
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<3>ロ ール プ レイで学 ぶ ごみ問題 の授業

一 ごみの有料化 をめ ぐって

(1)は じめに… ロールプ レイ とは何 か

環境 をめ ぐる ロールプ レイ とは、設定 された環境 と開発 に関す る課題 に対 して、 日頃の 個

人の立場や考 え方、価値観 とは関係な く、与 え られた役割 を演 じるこ とをい う。環境 問題 を

解決す るためには、様 々な価値観 や利害 関係 が複雑 に絡 み合 ってい るこ とを理解 し、 自分 と

は異 なる立場 や価値観 が存 在する ことを認識 するこ とが大切で ある。その うえで、地域 や 地

球環境 を保全 してい くとい う広い視 点か ら、 よ り良 い問題解決 のための方策(合 意形 成)が

で きるよ うになるための能力 を育成する学習法 の一つ である。

(2)授 業の ね らい

ごみの有料 化に代表 される経 済的手法 が、'日本にお いて環境政策 やごみ政策 として急 浮 上

して きたの は、1990年 以降の ことである。有料化 には、 ごみの減量 を促進 し、受 益者負担 の

原則 に も適合 している との主張がある一 方、減量化効果 な どに否定 的な意見 もある。

そ こで 、今 回は、その ような意見の対 立 をロールプ レイを通 して明 らかに し、 ごみの有 料

化 とい う政策 の是非 を考察する ことに した。 ごみの有料化 に関わる問題 の所在 を理解 し、 合

意形成 に向 けて問題解 決の方策 を探 求 してい くように授業 は構成 されている。

なお 、この プ ランは、第1分 科会 の 「ごみ問題解決 に向けてのシナ リオを作 ろ う」 とい う

授 業 を発展 し、応用 で きる ように考案 してある。

(3)授 業の展 開

事前準備

① テ ーマ設定 ごみの有料 化が行 政政策 として登場す る問題場面 を設定す る。

② 登場人物(役 割)の 設定 利害 関係 や価値観 の対立す る役割 を5～6種 登場 させ る。

これ は、1グ ループ5人 前後 で割 り当てる。(今 回の プランは、6つ の役割が登場す る。)

③ シナ リオ作 り 架空 の問題場面 を まとめ(資 料1)、 それぞ れの役割 で 登場 す 人物 の発 言

のポ イン トを示 した用紙 も作成す る(資 料2)。

展 開(第1時)… ロ ー ル プ レイの 説 明 と役 割 分 担

学 習 項 目 学 習 活 動 指導上の留意点

ロー ル プ レイの 説 明 ロ ー ル プ レイの 目的 につ い て 生 徒 日頃 の 意 見 か ら離 れ て も 、

に説 明 す る。 決定 した役割 を演 じる よ う

30 に 注 意 す る。

～ 役割分担 5～6人 の グ ルー プ に一 つ の 役 割 どん な主張 をすれ ば、 相手

50 ・立 場 の 確 認 を当 て る。 を説得で きるか を考 え 、資

分 ・シ ナ リ オ読 み合 い 各 グル ー プ は、 与 え られ た 役 割 を 料2の 空欄 を埋 め、 模 造紙

・主 張 の補 強 全員 で確 認 し、 シナ リオ を読 み合 な どに主張 を書 き込 ん でお

わ せ る 。 く 。
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展 開(第2時)… ロー ル プ レ イの展 開 とま とめ

1学 習 項 目
学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

1 ロー ル プ レ イの確 認 ・前 時 の確 認 ・あ らた め て ロー ル プ レ イ

1導 ・司会 は 、教 師 が 行 うこ とを確認 。 の約 束 を確認 する。

入
問題場 面の読み合 い ・司会 が 、問 題 場 面(資 料1)を ・司 会 は教 師 が 行 う こ と と

5
読み、A市 の逼迫 した状 況 を説 す る が 、状 況 に よ っ て は

分
明 す る 。 生徒 に司会 をさせ る。

ごみの有料化 政策 の ・各 グル ー プ の代 表 は 、模 造 紙 を ・本 当 の 公聴 会 の よ う に 、

展 提案 と対応 掲げて、それぞれの立場 を説 明 緊 張 感 を もって 行 う 。

開 ・各 グ ルー プ 代 表 に す る。 次 の順 で進 行 す る。 ・シナ リ オの 棒 読 み に な ら

①
よる意見表明 清掃 局→市民A→ 市民B ない よ う に、 注 意 す る 。

20
→小 売業者→環境経済学者 ・自己の立場以外 の主 張 を

分
→22世 紀 か ら来 た少 年(注1) 理 解 させ る。

ごみの有料 化政 策 を ・司 会 の 指 示 に 従 い 、参 加 者 に よ ・各 グ ル ー プ の代 表 以 外 の

展 め ぐる全体討論 る全体討論 を行 う。 生徒 に も発言 を促 す。

開 ・グル ー プ 問 の 自 由 ・ごみ有料化政策の是非 を様 々な ・各 グ ル ー プ 問 で 合 意 形 成

②
討論 観点か ら検討 してみる。 の可 能性 を探 るが 、無 理

20
な らば 、意 見 の 違 い は ど

分
こか ら くる か を考 え る。

ま

と

論 点の確認 と課題 ・討論 の過程の重要性を確認する。

→討論 の論点 を整理 して 、 ごみ

・司会 は討論 の過程 が大 切

である ことを再確認する。

め 問題 を解決 してい くため の課 ・必要に応 じて参加 者 に感

5 題 を明 らか にす る。 想や意見 を記入 させ る 。
分 (注2>

(注1)「22世 紀 か ら来た少年」 の登場 は、未来世代 に対 する責任 まで視野 を広げ るため 。

(注2)新 聞記者の役割 を加 え、記者 と して今 回の ごみの有料化の議論 をま とめ、論 評 を

加 え させ る指導方法 もあ る。

◆資料1問 題の設定

A市 は、近年 とみ に各家庭 か ら排 出され るごみの量 が多 くな り、新 しくごみの最 終処 分場

を確保す るこ とに した。 しか し、不況 による財政難 とごみ処分場予定地付近 の住 民 の反対

もあ って、新 しい処分場 の建設 を断念 し、市民か ら積極 的に ごみの減量化 に取 り組 んで も

らう方 向に計画 を変更 した。そこで考案 されたのが、家庭 ごみの有料化 であった。(注D

(注!)全 員で読み合わせをして、A市 のごみ有料化政策の背景を理解する。
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◆ 資 料2各 グル ー プ の 役 割 の発 言 ポ イ ン ト

各 グ ル ー プ は 、 よ り説 得 的 な立論 を考 えて 、 下 記 カー ドの空 欄(… 以 降)を 補 充 す る。

*清 掃局*… 有料化 に賛 成(ご み処 理 の財 源

確 保 と減量効果 を強調)

現 在、市 は財政難 に加 え、ごみ の最終 処分

場 の確 保 も困難 な状況 にあ ります 。そこで、

一人 一人の市 民の皆 さんに家庭 ごみ の処理 費

用の 負担 をお願 い したい と思い ます。 これが

実現す れば、市全 体の ごみの総量 は確 実 に削

減で きるこ とにな りま して、焼 却工場 の増 設

や新 しい最終処分場 も当面 は不 要 になるの で

す。市の財政難 の解消策 に もなる ことか ら、

私 た ちはぜ ひと も有料化 を実現 したい。……

*小 売業者*… 有料化 に反対(予 想 され る人

件費負担 と消費者の要求 を主張)

も し、 ごみ の 有 料 化 が 実 施 され れ ば 、 お 客

様 は、 手 数 料 の徴 収 を避 け るた め に 、 小 売 店

に使 用 済 み の容 器 や 包装 材 の 引 取 り を求 め こ

とに な る で しょ う。 しか し、 私 た ち に は 、 人

件 費 を か け て まで 回収 コス トを負 担 す る 余 裕

は あ りませ ん 。生 鮮 食 品 に トレ イや パ ッ ク を

つ け る こ とは消 費 者 の皆 様 の要 求 で す し、 軽

くて便 利 なペ ッ トボ トルの 販 売 を や め る わ け

に はい か ない の で す 。

*市 民A*… 有料化 に賛成(市 民間 の不公 平 *環 境 経済学者*… 有料 化の課題 を説 明(有

感 の解消 と消 費者の意識変革 を主張) 料 化に取 り組 むための前提 について説明)

ごみ をで きるだけ出 さない ように努 力 して す でにごみの有料化 に取 り組 んで い る 自治

きた市民 と、ごみの処理 費用 が タダで あ るこ 体で は、多 くの場合 、有料制 を導 入 した初 年

と をい い こ とに 、平 気 で ごみ を 出 し続 け て き にはごみの排 出量 は減少 していますが 、導 入

た 市 民 とが 、行 政 か ら まっ た く同 じサ ー ビ ス 2年 目以降 には排 出量が増加に転 じてい ます。

を 受 け られ る と い うの は理 解 で き ませ ん 。 ご や は り、 大量 生 産 ・大 量販 売 ・大 量 廃 棄 の 過

みをた くさん出す人が、 ごみの処理 費用 をそ 程 を放 置 した ま まで 、 ごみ が 発 生 した後 に 、

の分 た くさん 負 担 す る とい うの は、 合 理 的 で 排 出後対 策 として有料 化 を導 入 し、 リサ イク

す し、 そ の分 ごみ も少 な くな るの で す 。 … … ル 減量 化 を期 待 して も効 果 は 薄 い 。 … … …

*市 民B*… 有料化 に反対(不 法投 棄 の増 加

と行政 当局の税金 内での処理 を主張)

有 料 化 され れ ば 、家 計 負 担 を少 しで も減 ら

そ う と、 資 源 回 収 に積極 的 に な る と い う の は

短 絡 的 で は な い で しょ うか 。 い くら手 数 料 を

徴 収 して も、 ごみ をた くさん 出 す 人 が 減 る と

は 思 え ませ ん 。 む しろ 、手 数料 を課 す こ と に

よ って 、 ごみ を不 法 に投 棄 して し ま う人 が 増

え て しま うの で はあ りませ ん か。 こ れ で は 効

果 が あ る と はい え ませ ん 。 今 まで 同 様 、 ごみ

処 理 は税 金 で まか な って い くべ きで す 。 …

*22世 紀 か ら来 た少年*…22世 紀 ので きご と

を報告(未 来の ごみの実態 を報告)

この まちの ごみ処理場 は、 もう満杯 です 。

処理場 には、「永 久封 鎖宣 言」 が 出 され ま し

た。土壌 汚染 が ひど く、 もうだれ も近寄 る こ

とはで きませ ん。い まは洋 上 にごみ を廃 棄す

る計画 が立 て られてい ます 。家庭 は、 ごみ処

理 のため高額 なチケ ッ トを買わなけ れば な り

ませ ん。 ごみ の不法投棄 を取 り締 まるため 、

日常的 に僕た ちの生活 は監視 されてい ます 。

もう生活の 自由 はないのです。
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IV分 析 と考察

1生 徒 の状況

ごみ問題の うち、社会的 に注 目されている話題性 のある内容 について は、授業 に入る前 に

おいて も生徒の興味や関心 は低 くなか った。一方で、それ らの問題 と自分が排 出 してい る ご

みの問題 とを関連 させ て理解す ることが十 分にで きていない状況があ った。例 えば、 自分 の

住 んで いる地域の ごみ の収集 日を知 らない生徒 や、 ごみを燃 や して しまえば ごみ問題 はす べ

て解決す る とい うような安易 な考 えをもった生徒 も見 られた。 また、 リサ イクルについ ての

意識 は高 い ものの 、行動が伴わ なかった り、 リデュースや リユ ースにつ いてほ とん ど関心 が

なかった りす る状況 であった。 これは、生徒 の意識 の根底 に 「ごみ問題 はだれかが何 とか し

て くれ る」 とい う他 人 まかせの発想があ るか らではないか。

2第1分 科会 の研究 内容 について

第1分 科会で は、ごみ問題解決 に向けて、厳 しい現 実を直視 して、制度 ・社会 システ ムの

面か ら、 また個人 の生 き方 の面か ら有効 な解決方法 を探 究する授業 を工 夫 した。時間 と場 所

を越 えて、江戸時代 の生活や ドイツの ごみ問題への取 り組 みについて学習することによって、

自分 自身 もごみ問題 を解決 してい かなければ ならない社会 の一員 である とい う実感 を もたせ

るこ とがで きた。 また、授業者 と生徒が一緒 になって、身近にある課題 、す ぐには答 えの 出

ない人類 の課題 に取 り組 むこ とが で きた。 さらに、今 回の授業 を通 じて培 った探 究心 を基礎

に して 、現代社会が抱 えるその他 の諸問題や未知の課題に対 して も積極 的に 目を向け、 主体

的 に取 り組 んでいける姿勢 を養 うこ とが今後の課題であ る。

3第2分 科会の研究 内容 について

第2分 科会 では、現代社会 の諸問題 を解決 してい くために不可 欠の条件 であ る人間同士 の

連帯感 と信頼感 を分 かち合 うため の授業 を工夫 した。エ ンカ ウンター、ゲーム、 ロール プ レ

イなどの体験的 な学習 は、準備か ら実際の授業 に至 るまでに相 当の時 間を必要 と した。 した

が って 、授業の ね らい と意義 をどの ようなもの と して とらえ、年 間指導計 画の中で どの よう

に位置付 けてお くかが ポイ ン トであ ることがわかった。 また、生徒の興味 や関心 、それ まで

の個 々の生活体験 につ いて把握 したうえでの実践が大切 である ことを実感 した。広い視野 か

ら多角的 にごみ問題 を とらえつつ 、人間同士 の連帯 感や信 頼感 の重要性 を さらに強 く実感 し

合 える授業 となる ように、3つ の指導案 を1つ の授業 の流 れの中で合 わせ て実施 し、指導 の

成果 を分析す るこ とが今後の課題であ る。

4全 体 を通 じての課題

第1分 科会 と第2分 科会の研究内容 を結合 させる ことに よって、環境 に対 する人間の 在 り

方 を生徒 自身の生 き方 と関連 させ て どこまで深 く考え させ られるか、 さらに行動の変容 を ど

こまで促す こ とがで きるか 、実践 を通 じた実証的な考察を継続す る必要 がある。本研 究部 会

におい ては、様 々な学習形態 を取 り入れ、それぞれの優 れた面 をで きるだけ生かす よう工 夫

した。その成果 を踏 まえ、知識の習得のみ にとどまらない、豊 かな心 と人格 を育むため の新

しい授業 の在 り方 をさ らに探究 してい くことが今 後の課題 である。
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